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(57)【要約】
【課題】ドライブラインに沿う方向における画素の点灯
率の変化による画素の輝度のばらつきを低減する有機Ｅ
Ｌパネル用駆動装置を提供する。
【解決手段】有機ＥＬパネル用駆動装置５０は、交差す
る走査ラインＳ１～Ｓｍ及びドライブラインＤ１～Ｄｎ
と、両ラインＳ１～Ｓｍ，Ｄ１～Ｄｎの交差位置に配置
される画素Ｅ１１～Ｅｍｎと、を備えた有機ＥＬパネル
１０に用いられ、各走査ラインＳ１～Ｓｍの走査におい
て点灯させる画素Ｅ１１～Ｅｍｎに対応するドライブラ
インＤ１～Ｄｎへの定電流供給前に、プリチャージ電圧
Ｖｐを基準電圧Ｖｂが印加されているドライブラインＤ
１～Ｄｎに印加する。有機ＥＬパネル用駆動装置５０は
、基準電圧Ｖｂを変化させる基準電圧可変部６０と、次
に走査する走査ラインＳ１～Ｓｍに沿う画素Ｅ１１～Ｅ
ｍｎのうち点灯される画素数が少なくなるにつれて基準
電圧Ｖｂを低くする表示コントローラ４０と、を備える
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに交差する複数の走査ライン及び複数のドライブラインと、前記各走査ライン及び
前記各ドライブラインの交差位置に配置される複数の有機ＥＬ素子と、を備えたドットマ
トリクス型で、かつパッシブ駆動方式の有機ＥＬパネルに用いられるとともに、前記各走
査ラインの走査において点灯させる前記有機ＥＬ素子に対応する前記ドライブラインに定
電流を供給する前に、基準電圧源からの基準電圧を前記ドライブラインに印加した後、プ
リチャージ電圧源からのプリチャージ電圧を前記基準電圧が印加されている前記ドライブ
ラインに印加する有機ＥＬパネル用駆動装置であって、
　前記各ドライブラインに印加される前記基準電圧を変化させることができる基準電圧可
変部と、
　前記有機ＥＬパネルに表示するための画像データに基づき、次に走査する前記走査ライ
ンに沿って配列する前記有機ＥＬ素子のうち点灯される前記有機ＥＬ素子の数を取得し、
その取得した数が少なくなるにつれて、前記基準電圧可変部を通じて、前記各ドライブラ
インに印加される前記基準電圧を低く設定する制御部と、を備えた、
　ことを特徴とする有機ＥＬパネル用駆動装置。
【請求項２】
　前記基準電圧可変部は、
　異なるツェナー電圧を有する複数のツェナーダイオードと、
　前記複数のドライブラインと前記複数のツェナーダイオードのうち選択された何れか一
つのツェナーダイオードとの間を電気的に接続する基準電圧可変スイッチと、を備え、
　前記制御部は、前記取得される前記有機ＥＬ素子の数が少なくなるにつれて、前記基準
電圧可変スイッチを、前記複数のツェナーダイオードのうち前記ツェナー電圧が低いツェ
ナーダイオードに接続することで、前記基準電圧を低く設定する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の有機ＥＬパネル用駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドットマトリクス型で、かつパッシブ駆動方式の有機ＥＬパネルを駆動する
ための有機ＥＬパネル用駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば、特許文献１に開示されるように、ドットマトリクス型で、かつパッ
シブ駆動方式にて駆動される有機ＥＬ（Electroluminescence）パネルが知られている。
この種の有機ＥＬパネルは、支持基板上にＩＴＯ（Indium Tin Oxide）等の導電性透明膜
からなり、ストライプ状に形成される複数の陽極ライン（以下、ドライブラインと記す）
と、このドライブラインの背面に形成される有機発光層を含む有機層と、この有機層の背
面にドライブラインに直交するように形成されるアルミニウム等の金属蒸着膜からなる複
数の陰極ライン（以下、走査ラインと記す）と、を備える。有機ＥＬパネルにおいては、
ドライブライン、走査ライン、及び両ラインの交差点に位置する有機層によって構成され
る画素（有機ＥＬ素子）がマトリクス状に配置されている。
【０００３】
　例えば、図７に示すように、有機ＥＬパネル１００は、有機ＥＬ素子により構成される
複数の画素Ｅ１１～Ｅｍｎを備える。有機ＥＬパネル１００を駆動する駆動装置１１０は
、陰極駆動回路１１２と、陽極駆動回路１１３と、表示コントローラ１１４と、を備える
。
【０００４】
　画素Ｅ１１～Ｅｍｎは、横方向に複数設けられた走査ラインＳ１～Ｓｍと、走査ライン
Ｓ１～Ｓｍと直交するように複数設けられたドライブラインＤ１～Ｄｎとの交差位置に設
けられている。画素Ｅ１１～Ｅｍｎは、並列配置されたダイオード成分及び寄生容量（コ
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ンデンサ）成分からなる等価回路で表される。
【０００５】
　陰極駆動回路１１２は、各走査ラインＳ１～Ｓｍに対応する複数の走査スイッチ１２１
～１２ｍを備えている。走査スイッチ１２１～１２ｍは、表示コントローラ１１４からの
制御信号に基づいて、各走査ラインＳ１～Ｓｍを選択的に走査電圧Ｖｓ又はグランド電圧
（０Ｖ）に接続する。表示コントローラ１１４は、走査スイッチ１２１～１２ｍを切り替
えることで、走査対象となる走査ラインＳ１～Ｓｍにグランド電圧を印加し、走査対象と
ならない走査ラインＳ１～Ｓｍに走査電圧Ｖｓを印加する。陽極駆動回路１１３は、表示
コントローラ１１４からの制御信号に基づき、各ドライブラインＤ１～Ｄｎに駆動電流を
供給するか否かを切り替えることができる。
【０００６】
　表示コントローラ１１４は、走査スイッチ１２１～１２ｍを順次オンさせて、走査ライ
ンＳ１～Ｓｍを順次走査するとともに、陽極駆動回路１１３を通じてドライブラインＤ１
～Ｄｎに駆動電流を供給することで、画像データに基づいた文字，図形等を有機ＥＬパネ
ル１００に表示させる。
【０００７】
　ここで、有機ＥＬ素子からなる画素Ｅ１１～Ｅｍｎは、所定のコンデンサ成分を有して
いる。このため、ドライブラインＤ１～Ｄｎからの電流により、所定のコンデンサ成分に
チャージされた後に、画素Ｅ１１～Ｅｍｎを点灯させることができる。よって、チャージ
する時間だけ画素Ｅ１１～Ｅｍｎの点灯が遅れるという問題があった。
【０００８】
　この点を解消するべく、例えば特許文献２に記載されるように、発光させる画素Ｅ１１
～Ｅｍｎにあらかじめ所定のプリチャージ電圧を印加しておき、チャージに要する時間を
低減するプリチャージ駆動法が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００７－５７８５６号公報
【特許文献２】特開平１１－４５０７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上記特許文献２に記載のプリチャージ駆動法においては、横方向（走査
ラインＳ１～Ｓｍに沿う方向）における画素Ｅ１１～Ｅｍｎの点灯率によって、画素Ｅ１
１～Ｅｍｎの輝度にばらつきが生じるという問題がある。
【００１１】
　具体的には、駆動装置１１０は、図８（ａ）に示すように、プリチャージ期間Ｔ１にお
いて、一定のプリチャージ電圧Ｖｐをチャージし、その後、定電流供給期間Ｔ２において
、所定の画素Ｅ１１～Ｅｍｎに定電流を供給する。このプリチャージ電圧Ｖｐは、横方向
の点灯率が１００％のときの定電流供給期間Ｔ２における電圧と同等に設定されている。
よって、図８（ａ）に示すように、横方向の点灯率が１００％のとき、迅速に所望の輝度
にて画素Ｅ１１～Ｅｍｎが点灯する。
【００１２】
　一方、例えば、横方向の点灯率が５０％の場合であっても、駆動装置１１０は、図８（
ｂ）の実線で示すように、プリチャージ期間Ｔ１において、一定のプリチャージ電圧Ｖｐ
をチャージする。この場合、プリチャージ電圧Ｖｐは、図８（ｂ）の一点鎖線で示すよう
に、定電流供給期間Ｔ２における電圧と同等となることが理想である。しかし、実際には
、プリチャージ電圧Ｖｐは、図８（ｂ）の実線で示すように、定電流供給期間Ｔ２におけ
る電圧より大きくなるため、各画素Ｅ１１～Ｅｍｎの輝度は所望の輝度より高くなる。
【００１３】
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　以上のように、横方向における画素Ｅ１１～Ｅｍｎの点灯率が低くなるにつれて画素Ｅ
１１～Ｅｍｎの輝度が高くなるため、画素Ｅ１１～Ｅｍｎの点灯率によって、画素Ｅ１１
～Ｅｍｎの輝度にばらつきが生じるという問題がある。
【００１４】
　本発明は、この問題に鑑みてなされたものであり、ドライブラインに沿う方向における
画素の点灯率の変化による画素の輝度のばらつきを低減する有機ＥＬパネル用駆動装置を
提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記目的を達成するため、本発明の有機ＥＬパネル用駆動装置は、互いに交差する複数
の走査ライン及び複数のドライブラインと、前記各走査ライン及び前記各ドライブライン
の交差位置に配置される複数の有機ＥＬ素子と、を備えたドットマトリクス型で、かつパ
ッシブ駆動方式の有機ＥＬパネルに用いられるとともに、前記各走査ラインの走査におい
て点灯させる前記有機ＥＬ素子に対応する前記ドライブラインに定電流を供給する前に、
基準電圧源からの基準電圧を前記ドライブラインに印加した後、プリチャージ電圧源から
のプリチャージ電圧を前記基準電圧が印加されている前記ドライブラインに印加する有機
ＥＬパネル用駆動装置であって、前記各ドライブラインに印加される前記基準電圧を変化
させることができる基準電圧可変部と、前記有機ＥＬパネルに表示するための画像データ
に基づき、次に走査する前記走査ラインに沿って配列する前記有機ＥＬ素子のうち点灯さ
れる前記有機ＥＬ素子の数を取得し、その取得した数が少なくなるにつれて、前記基準電
圧可変部を通じて、前記各ドライブラインに印加される前記基準電圧を低く設定する制御
部と、を備える。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、ドライブラインに沿う方向における画素の点灯率の変化による画素の
輝度のばらつきを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施形態に係る有機ＥＬパネル及び有機ＥＬパネル用駆動装置を示し
た回路図である。
【図２】本発明の一実施形態に係る（ａ）は陽極電圧の変化を示したグラフであり、（ｂ
）は走査電圧の変化を示したグラフである。
【図３】本発明の一実施形態に係る表示コントローラの制御手順を示したフローチャート
である。
【図４】本発明の一実施形態に係る（ａ）は横方向の点灯率が高い場合における陽極電圧
及び走査電圧の変化を示したグラフであり、（ｂ）は横方向の点灯率が低い場合における
陽極電圧及び走査電圧の変化を示したグラフである。
【図５】プリチャージ電圧が可変である比較例に係る陽極電圧及び走査電圧の変化を示し
たグラフである。
【図６】本発明の一実施形態に係る陽極電圧の変化を示したグラフである。
【図７】背景技術に係る有機ＥＬパネル及び有機ＥＬパネル用駆動装置を示した回路図で
ある。
【図８】背景技術に係る（ａ）は横方向の点灯率が高い場合における陽極電圧の変化を示
したグラフであり、（ｂ）は横方向の点灯率が低い場合における陽極電圧の変化を示した
グラフである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本発明に係る有機ＥＬパネル用駆動装置の一実施形態について、図面を参照して説明す
る。
【００１９】
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　有機ＥＬパネル１０は、図１に示すように、上記背景技術における有機ＥＬパネル１０
０と同様に構成されるものであって、ドットマトリクス型で、かつパッシブ駆動方式によ
り駆動される。有機ＥＬパネル１０は、有機ＥＬ素子からなる画素Ｅ１１～Ｅｍｎがマト
リクス状に配設されてなる。画素（有機ＥＬ素子）Ｅ１１～Ｅｍｎは、横方向に延び、か
つ縦方向に配列される複数の走査ラインＳ１～Ｓｍと、走査ラインＳ１～Ｓｍに直交し、
かつ横方向に配列される複数のドライブラインＤ１～Ｄｎとの交差箇所に設けられている
。
【００２０】
　有機ＥＬパネル用駆動装置５０は、図１に示すように、陰極駆動回路２０と、陽極駆動
回路３０と、制御部の一例である表示コントローラ４０と、を備えている。なお、図１で
は、有機ＥＬパネル用駆動装置５０の各部を別個に示しているが、各部を一体的に備える
コントロールドライバーＩＣ（Integrated Circuit）を用いても良い。
【００２１】
　陰極駆動回路２０は、各走査ラインＳ１～Ｓｍに対応する複数の走査スイッチ２１～２
ｍを備えている。走査スイッチ２１～２ｍは、各走査ラインＳ１～Ｓｍを選択的に走査電
圧源Ｖｃ又はグランドに接続する。つまり、走査スイッチ２１～２ｍの切り替えを通じて
、走査される走査ラインＳ１～Ｓｍはグランドに接続されるとともに、走査されない走査
ラインＳ１～Ｓｍは走査電圧源Ｖｃに接続される。画素Ｅ１１～Ｅｍｎは走査ラインＳ１
～Ｓｍを通じて走査電圧源Ｖｃに接続されることで、画素Ｅ１１～Ｅｍｎに走査電圧源Ｖ
ｃからの負の電圧－Ｖｓが印加される。なお、負の電圧とは、ドライブラインＤ１～Ｄｎ
の陽極電圧Ｖｄが、走査ラインＳ１～Ｓｍの走査電圧Ｖｓよりも低い状態を示している。
【００２２】
　陽極駆動回路３０は、定電流源Ａと、各ドライブラインＤ１～Ｄｎにプリチャージ電圧
Ｖｐを印加可能なプリチャージ電圧源Ｖ１と、各ドライブラインＤ１～Ｄｎに基準電圧Ｖ
ｂを印加可能な基準電圧用電圧源Ｖ２と、基準電圧Ｖｂを変化させる基準電圧可変部６０
と、各ドライブラインＤ１～Ｄｎを定電流源Ａ、プリチャージ電圧源Ｖ１及び基準電圧用
電圧源Ｖ２の何れかに選択的に接続させるドライブスイッチ３１～３ｎと、を備える。
【００２３】
　定電流源Ａは、ドライブラインＤ１～Ｄｎ毎に設けられている。各定電流源Ａは、第１
の接点Ｐ１に電気的に接続されている。プリチャージ電圧源Ｖ１は、ドライブラインＤ１
～Ｄｎ毎に設けられる第２の接点Ｐ２に電気的に接続されている。基準電圧用電圧源Ｖ２
は、１本の電気線Ｌ１に電気的に接続されている。また、この電気線Ｌ１には、ドライブ
ラインＤ１～Ｄｎ毎に設けられる第３の接点Ｐ３と、基準電圧可変部６０とが電気的に接
続されている。ドライブスイッチ３１～３ｎは、第１～第３の接点Ｐ１～Ｐ３の何れかを
選択し、選択した第１～第３の接点Ｐ１～Ｐ３の何れかに電気的に接続される。例えば、
ドライブスイッチ３１～３ｎが第３の接点Ｐ３に接続されたとき、電気線Ｌ１及び各ドラ
イブラインＤ１～Ｄｎには、基準電圧用電圧源Ｖ２から基準電圧Ｖｂが印加される。この
基準電圧Ｖｂは、基準電圧可変部６０によって変更することができる。
【００２４】
　基準電圧可変部６０は、複数のツェナーダイオードＺｄ１～Ｚｄｎと、グランド接続線
Ｌ２と、基準電圧可変スイッチ６１と、を備える。
【００２５】
　複数のツェナーダイオードＺｄ１～Ｚｄｎは、それぞれ異なるツェナー電圧（降伏電圧
）Ｖｚを有する。例えば、ツェナーダイオードＺｄ１のツェナー電圧Ｖｚは２Ｖに設定さ
れ、ツェナーダイオードＺｄ２のツェナー電圧Ｖｚは１．２Ｖに設定されている。各ツェ
ナーダイオードＺｄ１～Ｚｄｎのアノード側はグランドに接続されている。各ツェナーダ
イオードＺｄ１～Ｚｄｎのカソード側の端子は、基準電圧可変スイッチ６１に接続可能に
構成されている。
　グランド接続線Ｌ２は、その一端がグランドに接続され、その他端が端子Ｐ４に接続さ
れている。
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　基準電圧可変スイッチ６１は、電気線Ｌ１に電気的に接続されるとともに、各ツェナー
ダイオードＺｄ１～Ｚｄｎに接続される端子及びツェナーダイオードなしのグランド接続
線Ｌ２の端子Ｐ４のうち何れか一つに電気的に接続される。
【００２６】
　各ツェナーダイオードＺｄ１～Ｚｄｎは、基準電圧可変スイッチ６１に接続されること
で、電気線Ｌ１及び各ドライブラインＤ１～Ｄｎの基準電圧Ｖｂを、自身のツェナー電圧
Ｖｚに設定する。また、基準電圧可変スイッチ６１がグランド接続線Ｌ２の端子Ｐ４に接
続されたとき、基準電圧Ｖｂは０Ｖに設定される。
【００２７】
　表示コントローラ４０は、走査スイッチ２１～２ｍと、ドライブスイッチ３１～３ｎと
、基準電圧可変スイッチ６１とを切り替えることで、画素Ｅ１１～Ｅｍｎの点灯制御を行
う。簡単に説明すると、表示コントローラ４０は、走査スイッチ２１～２ｍを順に、一時
的に走査電圧源Ｖｃからグランドに切り替えることで走査ラインＳ１～Ｓｍを順に走査す
る。表示コントローラ４０は、走査ラインＳ１～Ｓｍの走査時に、ドライブスイッチ３１
～３ｎの切り替えを通じてドライブラインＤ１～Ｄｎに駆動電流を供給することで、画像
データに基づいた画素Ｅ１１～Ｅｍｎを点灯させることで文字，図形等を有機ＥＬパネル
１０に表示させる。
【００２８】
　（表示コントローラの制御手順）
　表示コントローラ４０の制御手順について、図３のフローチャートに沿って説明する。
このフローチャートに係る処理は、走査ラインの走査毎に繰り替えし行われる。以下の説
明では、走査ラインＳ２の走査が終了した時点から開始される。
【００２９】
　表示コントローラ４０は、走査ラインＳ２の走査終了後、画像データに基づいて次に走
査する走査ラインＳ３の画素Ｅ３１～Ｅ３ｎの点灯数から横方向点灯率を算出する（Ｓ１
０１）。この横方向点灯率は、「（所定の走査ラインＳｘにおける点灯する画素数／所定
の走査ラインＳｘに沿う全画素数）×１００（％）」により算出される。
【００３０】
　そして、表示コントローラ４０は、点灯させる画素Ｅ３１～Ｅ３ｎに対応するドライブ
スイッチ３１～３ｎを第３の接点Ｐ３に接続するとともに、上記ステップＳ１０１にて算
出された横方向点灯率に基づき基準電圧可変スイッチ６１の切り替えを通じて基準電圧Ｖ
ｂを設定する（Ｓ１０２）。表示コントローラ４０は、横方向点灯率が低いほど、基準電
圧可変スイッチ６１をツェナー電圧Ｖｚの低いツェナーダイオードＺｄ１～Ｚｄｎに接続
し、横方向点灯率が最も低い範囲にある場合は基準電圧可変スイッチ６１をツェナーダイ
オードがないグランド接続線Ｌ２に接続する。このステップＳ１０２において、表示コン
トローラ４０は、走査スイッチ２３を走査電圧源Ｖｃ及びグランドの何れかに接続しても
よいし、何れにも接続されずハイインピーダンス（開放状態）にしてもよい。
【００３１】
　次に、表示コントローラ４０は、点灯させる画素Ｅ３１～Ｅ３ｎに対応するドライブス
イッチ３１～３ｎを第２の接点Ｐ２に切り替えることで、プリチャージ電圧源Ｖ１からの
プリチャージ電圧Ｖｐを、次に点灯させる画素Ｅ３１～Ｅ３ｎに印加する（Ｓ１０３）。
【００３２】
　次に、表示コントローラ４０は、点灯させる画素Ｅ３１～Ｅ３ｎに対応するドライブス
イッチ３１～３ｎを第１の接点Ｐ１に切り替え、かつ走査スイッチ２３をグランドに接続
することで、定電流源Ａから定電流を点灯させる画素Ｅ３１～Ｅ３ｎに供給する（Ｓ１０
４）。これにより、走査ラインＳ３に沿う画素Ｅ３１～Ｅ３ｎを所定の割合で点灯させる
ことができる。以上により、表示コントローラ４０は、走査ラインＳ３の走査を終了し、
次に、上記同様に図３のフローチャートに沿って走査ラインＳ４の走査を行う。
【００３３】
　（基準電圧Ｖｂと輝度との関係）
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　次に、図２（ａ），（ｂ）を参照しつつ、基準電圧Ｖｂと画素Ｅ１１～Ｅｍｎの輝度と
の関係について説明する。
【００３４】
　図２（ａ）には、上記フローチャートの際のドライブラインＤ１～Ｄｎに印加される陽
極電圧Ｖｄの変化が示されている。陽極電圧Ｖｄは、プリチャージ前の期間Ｔａにおいて
は、選択されるツェナーダイオードＺｄ１～Ｚｄｎ、グランド接続線Ｌ２によって基準電
圧Ｖｂが設定される。例えば、ツェナーダイオードＺｄ１が基準電圧可変スイッチ６１に
よって選択されたとき、陽極電圧Ｖｄ（基準電圧Ｖｂ）は、図２（ａ）の実線で示すよう
に、ツェナーダイオードＺｄ１のツェナー電圧Ｖｚと同一の２Ｖに設定される。また、ツ
ェナーダイオードＺｄ２が基準電圧可変スイッチ６１によって選択されたとき、陽極電圧
Ｖｄ（基準電圧Ｖｂ）は、図２（ａ）の一点鎖線で示すように、ツェナーダイオードＺｄ
２のツェナー電圧Ｖｚと同一の１．２Ｖに設定される。プリチャージ期間Ｔ１において、
一定のプリチャージ電圧Ｖｐが所定の画素Ｅ１１～Ｅｍｎにチャージされることで陽極電
圧Ｖｄは増加していく。そして、定電流供給期間Ｔ２において、定電流が所定の画素Ｅ１
１～Ｅｍｎに供給される。基準電圧Ｖｂが低く設定されることで、定電流供給期間Ｔ２に
おける陽極電圧Ｖｄを積分したときの面積が小さくなる。例えば、基準電圧Ｖｂが１．２
Ｖの場合における陽極電圧Ｖｄを積分したときの面積は、基準電圧Ｖｂが２Ｖの場合にお
ける陽極電圧Ｖｄを積分したときの面積より面積Ｓだけ小さくなる。定電流供給期間Ｔ２
における陽極電圧Ｖｄを積分したときの面積によって画素Ｅ１１～Ｅｍｎの輝度が決まる
ため、基準電圧Ｖｂが低く設定されるほど、画素Ｅ１１～Ｅｍｎの輝度が低くなる。
【００３５】
　本願発明者は、同一の横方向点灯率の条件の下、基準電圧Ｖｂを３Ｖに設定した場合（
ツェナー電圧Ｖｚが３Ｖのツェナーダイオードを電気線Ｌ１に接続した場合）の画素の輝
度と、基準電圧Ｖｂを０Ｖに設定した場合（電気線Ｌ１にグランド接続線Ｌ２を接続した
場合）の画素の輝度とを比較する実験を行った。この実験においては、基準電圧Ｖｂを３
Ｖに設定した場合の画素の輝度は、基準電圧Ｖｂを０Ｖに設定した場合の画素の輝度より
も２０ｃｄ／ｍ２高くなる。よって、基準電圧Ｖｂと画素の輝度との間には比例関係があ
ることが証明された。
【００３６】
　（有機ＥＬパネル１０の短絡対策）
　表示コントローラ４０は、図１に示すように、走査スイッチ２１～２ｍを走査電圧源Ｖ
ｃに接続するとともに、基準電圧可変スイッチ６１をグランド接続線Ｌ２に接続すること
で、走査電圧Ｖｓから画素Ｅ１１～Ｅｍｎ（有機ＥＬ素子）に対して逆バイアス電圧（自
己修復電圧）Ｖｅを印加する。この逆バイアス電圧Ｖｅに伴う電流により、有機ＥＬ素子
における異物を除去するとともに、有機ＥＬ素子の電極（ドライブライン及び走査ライン
）間の短絡が抑制される、という効果を奏することができる。この逆バイアス電圧Ｖｅの
印加は、例えば、有機ＥＬパネル１０の製造工程や有機ＥＬパネル１０の駆動時において
行われる。
【００３７】
　ここで、走査電圧Ｖｓとプリチャージ電圧Ｖｐとは、実際には、共通のバッテリから供
給されているため、同一電圧値に設定される。例えば、図５に比較例として示すように、
プリチャージ電圧Ｖｐが横方向の点灯率に応じて変化する構成においては、プリチャージ
電圧Ｖｐの低下に伴い走査電圧Ｖｓも低下する。このため、この比較例においては、走査
電圧Ｖｓの低下に応じて、画素Ｅ１１～Ｅｍｎ（有機ＥＬ素子）に印加される逆バイアス
電圧Ｖｅが低下し、上記効果が十分に発揮されないおそれがある。このような状況として
は、例えば、製造工程の動作確認テストや有機ＥＬパネル１０の駆動時において、有機Ｅ
Ｌパネルに横方向の点灯率が低い画像が表示されることで、プリチャージ電圧Ｖｐが低く
なることが想定される。
　本実施形態では、基準電圧Ｖｂは可変であるが、プリチャージ電圧Ｖｐは一定に設定さ
れている。本実施形態のように、プリチャージ電圧Ｖｐが一定の場合、図４（ａ），（ｂ
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）の一点鎖線に示すように、横方向の点灯率の高低に伴い設定される基準電圧Ｖｂに関わ
らず、走査電圧Ｖｓは一定となる。図４（ａ）においては、基準電圧Ｖｂは２．０Ｖに設
定されており、図４（ｂ）においては、基準電圧Ｖｂは０Ｖに設定されている。
　従って、本実施形態においては、プリチャージ電圧Ｖｐは一定であるため、画素Ｅ１１
～Ｅｍｎ（有機ＥＬ）に印加される逆バイアス電圧Ｖｅが低下することが抑制される。よ
って、上記効果を十分に発揮することができる。
【００３８】
　（有機ＥＬパネル用駆動装置の発熱対策）
　有機ＥＬ素子は、点灯制御される際、そのコンデンサ成分において充電及び放電が繰り
返される。本実施形態においては、図６に示すように、ツェナー電圧Ｖｚ分だけの電圧が
基準電圧Ｖｂとして保持されるため、充放電の際の電圧差Ｖｏを基準電圧Ｖｂ（ツェナー
電圧Ｖｚ）分だけ小さくすることができる。よって、有機ＥＬパネル用駆動装置５０、例
えば、コントロールドライバーＩＣにおける上記充放電に伴う発熱を低減することができ
る。
【００３９】
　（効果）
　以上、説明した一実施形態によれば、特に、以下の効果を奏する。
【００４０】
　（１）有機ＥＬパネル用駆動装置５０は、互いに交差する複数の走査ラインＳ１～Ｓｍ
及び複数のドライブラインＤ１～Ｄｎと、各走査ラインＳ１～Ｓｍ及び各ドライブライン
Ｄ１～Ｄｎの交差位置に配置される複数の画素(有機ＥＬ素子)Ｅ１１～Ｅｍｎと、を備え
たドットマトリクス型で、かつパッシブ駆動方式の有機ＥＬパネル１０に用いられる。有
機ＥＬパネル用駆動装置５０は、各走査ラインＳ１～Ｓｍの走査において点灯させる画素
Ｅ１１～Ｅｍｎに対応するドライブラインＤ１～Ｄｎに定電流を供給する前に、基準電圧
源Ｖ２からの基準電圧ＶｂをドライブラインＤ１～Ｄｎの何れかに印加した後、プリチャ
ージ電圧源Ｖ１からのプリチャージ電圧Ｖｐを基準電圧Ｖｂが印加されているドライブラ
インＤ１～Ｄｎに印加する。有機ＥＬパネル用駆動装置５０は、各ドライブラインＤ１～
Ｄｎに印加される基準電圧Ｖｂを変化させることができる基準電圧可変部６０と、有機Ｅ
Ｌパネル１０に表示するための画像データに基づき、次に走査する走査ラインＳ１～Ｓｍ
に沿って配列する画素Ｅ１１～Ｅｍｎのうち点灯される予定の画素Ｅ１１～Ｅｍｎの数に
基づき横方向点灯率を算出し、その横方向点灯率が小さくなるにつれて、基準電圧可変部
６０を通じて、各ドライブラインＤ１～Ｄｎに印加される基準電圧Ｖｂを低く設定する表
示コントローラ４０と、を備える。このように基準電圧Ｖｂが低く設定されることで、画
素Ｅ１１～Ｅｍｎの輝度を低減することができる。これにより、画素Ｅ１１～Ｅｍｎの横
方向点灯率の変化による画素Ｅ１１～Ｅｍｎの輝度のばらつきを低減することができる。
【００４１】
　（２）基準電圧可変部６０は、異なるツェナー電圧Ｖｚを有する複数のツェナーダイオ
ードＺｄ１～Ｚｄｎと、複数のドライブラインＤ１～Ｄｎ及び複数のツェナーダイオード
Ｚｄ１～Ｚｄｎのうち選択された何れか一つのツェナーダイオードの間を電気的に接続す
る基準電圧可変スイッチ６１と、を備える。表示コントローラ４０は、横方向点灯率が小
さくなるにつれて、基準電圧可変スイッチ６１を、複数のツェナーダイオードＺｄ１～Ｚ
ｄｎのうちツェナー電圧が低いツェナーダイオードＺｄ１～Ｚｄｎに接続することで、基
準電圧Ｖｂを低く設定する。この構成によれば、複数のツェナーダイオードＺｄ１～Ｚｄ
ｎを使用することで、簡易な構成にて基準電圧Ｖｂを調整することができる。
　さらに、表示コントローラ４０は、横方向点灯率が最小範囲にあるとき、基準電圧可変
スイッチ６１をグランドに接続する。これにより、基準電圧Ｖｂをより低く設定すること
ができ、画素Ｅ１１～Ｅｍｎの輝度のばらつきをいっそう低減することができる。
【００４２】
（変形例）
　なお、上記実施形態は、これを適宜変更した以下の形態にて実施することができる。
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　上記実施形態においては、基準電圧可変部６０は、３つ以上のツェナーダイオードＺｄ
１～Ｚｄｎ及びグランド接続線Ｌ２を備えていたが、このグランド接続線Ｌ２を省略して
もよいし、さらにツェナーダイオードは２つであってもよい。また、基準電圧可変部６０
は、基準電圧可変スイッチ６１、一つのツェナーダイオード及び一つのグランド接続線か
ら構成されてもよい。
　また、基準電圧可変部６０は、基準電圧Ｖｂを変更可能な構成であれば、上記実施形態
の回路構成に限らない。例えば、ツェナーダイオードＺｄ１～Ｚｄｎに代えて直列接続さ
れる抵抗及びダイオードを設けてもよい。これにより、上記実施形態と同様に、基準電圧
Ｖｂを設定できる。また、直列接続される抵抗及びダイオードとツェナーダイオードとを
併用してもよい。
　さらに、基準電圧可変部は、定電流源Ａからの電圧を昇圧又は降圧するコンバータであ
ってもよい。
【００４４】
　上記実施形態においては、表示コントローラ４０は、横方向点灯率を算出していたが、
横方向点灯率を算出することなく、画像データに基づいて次に走査する走査ラインＳ１～
Ｓｍの画素Ｅ１１～Ｅｍｎの点灯数に基づき基準電圧Ｖｂを設定してもよい。
【００４５】
　上記実施形態においては、表示コントローラ４０は、逆バイアス電圧Ｖｅを印加するこ
とで、有機ＥＬ素子における異物を除去するとともに、有機ＥＬ素子の電極間の短絡を抑
制していたが、逆バイアス電圧Ｖｅを印加しない構成であってもよい。
【符号の説明】
【００４６】
１０…有機ＥＬパネル
２０…陰極駆動回路
２１～２ｍ…走査スイッチ
３０…陽極駆動回路
３１～３ｎ…ドライブスイッチ
４０…表示コントローラ（制御部）
５０…有機ＥＬパネル用駆動装置
６０…基準電圧可変部
６１…基準電圧可変スイッチ
Ｅ１１～Ｅｍｎ…画素（有機ＥＬ素子）
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摘要(译)

提供一种用于有机EL面板的驱动装置，其减小由于沿着驱动线的方向上
的像素的点亮率的变化引起的像素亮度的变化。 有机EL面板驱动装置50
包括一扫描线S1至Sm和驱动线D1到Dn相交，两个线S1〜Sm和像素设
置在交叉点D1到Dn E11〜EMN，在有机EL面板10具有现有恒定电流供
给到对应的驱动线D1〜Dn之像素E11〜EMN用于在扫描线S1的扫描至
Sm中，参考电压Vb预充电电压Vp的被照亮到应用的驱动线D1到Dn。用
于有机EL面板驱动装置50中，改变单元60，用于改变Vb时，则参考电压
作为像素的数目的基准电压的基准电压被降低到转出像素E11〜EMN沿
着扫描线S1〜钐用于扫描的以及用于降低Vb的显示控制器40。 点域1
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